
はじめに

　世界の国々と比較すると，日本における有機農業の割
合は低い．また，慣行農家の農薬・化学肥料使用量は比
較的多い．このような中で，₂₀₀₆ 年に有機農業の推進
に関する法律が制定され，有機農業に対する政策的支援
が進められている． 他方で，₂₀₁₀ 年には六次産業化法
が公布され，有機農業や加工食品の製造に関する事業数
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  Abstract  This study clarifies the relation between consumer preference and value 

added of organically and locally processed foods. Using stated preference data obtained 

from investigation, we estimated consumer preferences and willingness to pay （WTP） 

for attributes of a processed food product （tomato juice） differentiated with respect to 

organic and local production labelling and a series of other claims such as food additives, 

concentrated or salted variants and price. Market survey was also conducted to compare 

with the WTP data. Results indicated that consumers were willing to pay more for a 

product made from locally or organically grown tomatoes. However, consumers preferred a 

product without food additives the most. Interaction effects between consumer preference 

and examinee attributes demonstrated that those with relatively high income chose 

tomato juice with better quality for all attributes. The comparisons indicated considerable 

differences between WTP and market value. For example, consumers indicated a WTP of 

￥98 in value added of organically processed food, while a value of only ￥0.9 was actually 

added in the market. This implies that value added of organically processed food is less 

than it should be. On the other hand, consumers demonstrated a WTP of ￥76 in value 

added of locally processed food. While a value of ￥170 value was added in the market. 

This suggests that the market value of locally processed food is more than consumersʼ 
WTP and that the sale of locally processed food has been hampered by the price.
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は増加している．このように，各地域では有機農産物や
農産物の加工により付加価値を高めていくことが求めら
れている．
　有機農産物を用いた地域加工食品の需要に関する先行
研究には，Hu et al．（₂₀₁₂）や Meas et al．（₂₀₁₅）など
あるが， 日本で地域農産物の加工品の属性に対する消費
者選好や消費者の限界支払意志額（以下では WTP と呼
ぶ），それらと個人属性や市場との関係性は十分に明ら
かにされていない． そこで， 本研究では以上の関係を明
らかにすることを目的とする． 

仮説と分析方法

1．仮説
　仮説として，①消費者は「有機」と「地域産」の属性
に高い選好を示す．②「年齢が高い方」や「収入の高い
方」「子どもがいる方」の方が「有機」や「地域産」の
価値を認め，高い選好を示す．③ WTP より市場で付け
られる商品属性に対する付加価値の方が高く，WTP と
市場価値とのギャップは消費者購買のネックになってい
る．以上の 3 つを設定した．

2．分析方法
　分析方法には選択型コンジョイント分析を採用した． 

理由は佐藤・岩本・出村（₂₀₀₁）などで述べられている
ように，①ランダム効用理論という理論的基礎をもつこ
と，②設問方法は商品の選択肢を提示して被験者（調査
協力者）に選んでもらう形式であり，普段の消費者の購
買行動に類似していること，③「どれも購入しない」と
いう選択肢を含めることができるため，被験者の負担を
小さくすることができるなどの利点を有することによ
る．
　ランダム効用の関数形には，最もよく使われる線形式

（₁）を採用した．

　　　 （₁）

　ここで Uijn は，n 番目の選択状況で消費者 i が商品 j

を選択する時の効用，Xijn は，選択肢に用いた属性の横
ベクトルであり，βは Xijn に関連した商品属性の部分効
用を示したパラメータの縦ベクトル，eijn は，選択型実
験では観測不可能な部分で，確率項である．ここで確率
項がロケーション・パラメータ ₀，スケール・パラメー
タ ₁ の独立かつ同一の第一種極値分布（ガンベル分布）

に従うと仮定すると，効用最大化のプロセスから，商品
j の選択確率として，（₂）式の条件付ロジットモデル（CL

モデル : Conditional Logit Model）が得られる．この時 

Yin は，n 番目の選択状況で消費者 i がどのオプションを
選択するかを示す指標変数を意味する．

　　　 （₂）

3．対象商品の選定
　研究対象の商品の選定においては，島根県で有機 JAS

認定と ₆ 次産業事業計画認定を受けている事業者の商品
とした．この条件に当てはまる事業者として，味噌とト
マトジュースを製造している㈲やさか共同農場と，お茶
事業を行う㈲宝箱が調査候補に挙げられた．このうち， 

お茶は，栗原（₂₀₀₂）などによって緑茶の商品属性に対
する消費者選好の研究蓄積がある．よって， 調査対象を
㈲やさか共同農場に決定し，現地聞き取り調査の結果， 

対象商品をトマトジュースに選定した．なお，分析を行
う上で，トマトジュースの定義を明確にしておく必要が
ある．農林水産省のトマト加工品の定義では，「トマト
を破砕して搾汁し，又は裏ごしし，皮，種子等を除去し
たもの又はこれに食塩を加えたもの」，「濃縮トマトを希
釈して搾汁の状態に戻したもの又はこれに食塩を加えた
もの」となっている（農林水産省「日本農林規格の改正
について「トマト加工品」」平成 ₂₆ 年 ₂ 月 ₂₁ 日）．本研
究では，この定義に食品添加物（甘味料，香辛料）を加
えたものまでをトマトジュースとした．

4．データ
　分析に用いるデータは，₂₀₁₆ 年 ₁₂ 月 ₁₁ 日に島根県
松江市のくにびきメッセで行われた「しまね大交流会」
と，同 ₁₂ 月中に島根大学内の事務員，教員を対象に，
調査票を用いた直接面接方式によって入手した．調査項
目は，①㈲やさか共同農場のトマトジュースの食味評価
と意思支払額の確認，②選択型コンジョイント分析用の
₁₀ 回の選択実験，③被験者の個人属性の 3 つである． 

食味評価では，見た目，のどごし，甘み，酸味，香りの
₅ つを評価項目とした．また意思支払額の確認は，₁₀₀
円～3₅₀ 円まで ₅₀ 円刻みで選択肢を用意し，₁ つに○を
付けてもらうことにより行った．個人属性は，性別，年
代，居住地，職業，収入，₁₈ 歳未満の方との同居の ₆
つを調査した．
　選択型コンジョイント分析に用いるトマトジュース
の商品属性は表 ₁ に示したように，有機認証（Organic 

Uijn=Xijn +eijnβ

P（Yin= j）=exp（Xijn ）⁄β （Xijn ）βJ
j＝1∑
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certification）（有機 JAS 認証マークあり／なし），地域
産（Producing area）（地域産表示あり／なし），食塩の
添加（Salt）（食塩無添加／食塩入り），食品添加物の使
用（Food additives）（食品添加物なし／甘味料・香辛料
含有），トマトジュースの製法（Processing method）（ト
マトストレート／濃縮トマト還元），価格（Price）（₁₀₀
円／₁₅₀ 円／₂₀₀ 円／₂3₀ 円（₁₅₀ml のビン））を設定した．
 
表 1．商品属性と水準

attribute level description

Organic
 certification

₂ JAS-certified organic food
blank（non-display）

Producing area ₂ Locally produced and processed food
blank（non-display）

Salt ₂ Salt-free
Salt added

Food additives ₂
Non-food additives
Food additives added（e.g. perfume, 
sweetener）

Processing method ₂ Straight
From concentrate

Price
（yen/₁₅₀ml） ₄ ₁₀₀, ₁₅₀, ₂₀₀, ₂3₀

　調査票に用いるプロファイルの生成は， 合崎・西村
（₂₀₀₇）の方法に基づいて行った． データ解析環境 R の
AlgDesign パッケージの関数 optFederov（）から， 属性
間の相関を考慮して， ₁₀ 通り生成した．
　選択実験における質問では，生成したプロファイルを
ランダムに並び替え，₂ つの選択肢に「どちらも購入し
ない」を加えた 3 つの選択肢を ₁₀ 問作成した．そして， 

図 ₁ に示したように，各被験者に設問ごとに ₁ つを選択
してもらう実験を ₁₀ 回行った．
　以上の調査を実施した結果，₆₁ 名の有効回答を得た．
したがって，選択型コンジョイント分析でのサンプル数
は 3×₁₀×₆₁＝₁,₈3₀ になる．
　本研究ではまた，推計した WTP と市場価格との比較

のために市場調査を行った．市場調査は₂₀₁₆年₁₂月に， 

松江市内のトマトジュースの取扱いのあるスーパーや百
貨店，ドラッグストア，島根物産館など ₁₂ 店舗を対象
に行った．計 ₈₀ 個（商品の重複を除くと計 ₅₀ 種類）の
商品に記載されている，ブランド名，地域産表示の有
無，食塩添加の有無，食品添加物使用の有無，トマト
ジュースの製法などを調査した．このデータを用いて市
場におけるトマトジュースの商品属性の価値を求め，コ
ンジョイント分析結果から得られる WTP と比較する．

分析結果

1．食味評価と支払意志額
　まず，食味評価の結果において，どの属性に関して
も「良くない」を選んだ人はいなかった．また，全ての
属性を総合的に見て，₇₁％以上が「良い」あるいは「や
や良い」という回答結果が得られた．しかし，やさか
共同農場のトマトジュースの平均意思支払額は ₁₆₅ 円
/₁₅₀ml で，販売価格（税抜 ₂₁9 円 /₁₅₀ml）より ₅₀ 円
ほど低い評価となった．これより商品は消費者にある程
度評価されているが，高い評価とは言えず，価格が販売
のネックになっていることが推察される．

2．選択型コンジョイント分析結果
　次に，選択型コンジョイント分析の結果について， 主
効果のみのモデルの計測結果を表 ₂ に示した．
　「有機」（Organic）や「地域産」（Local）は有意な正
値を示しており，仮説①と整合的な結果が得られた．し
かし，最も高い選好が示されたのは，「食品添加物なし」

（Non-food additives）であった．消費者は「有機」や「地
域産」に付加価値を求めるよりも，「食品添加物入り」
というマイナスの属性を強く避ける傾向にあると推察さ
れる．本研究で用いた調査票では，「食品添加物あり（甘
味料・香辛料など）」と「食品添加物なし」という表記
にしたため，普段原材料名や食品添加物をあまり確認し
ない，あるいは食品添加物の知識があまり無い人でも，
選択しないという意志を表明した可能性も考えられる．
また「食塩」は「食塩無添加」（Salt-free），「トマトジュー
スの製法」は「トマトストレート」（Straight）がより高
く選好される結果となった．

図 1．コンジョイント分析に用いたプロファイルの例

Q. どちらか購入したい方、あるいはどちらも買わないのどれか
₁ つに○を付けて下さい（₁₅₀ml のビンの場合）。
₁．トマトジュース A　 ₂．トマトジュース B　 3．どちらも買わない

トマトジュース A

食塩無添加
食品添加物あり（甘味料・香辛料など）

濃縮トマト還元

₁₅₀ 円

トマトジュース B

地域産
食塩無添加

食品添加物なし
トマトストレート

₁₅₀ 円
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表 2．主効果のみのモデルの計測結果

Coefficient Standard Error z-value

Organic ₀.₆₈₇ ₀.₁3₄ ₅.₁3 ***

Local ₀.₅3₂ ₀.₁₂₇ ₄.₁9 ***

Salt-free ₀.₄9₀ ₀.₁39 3.₅3 ***

Non-food 
additives ₀.9₈₁ ₀.₁₆₇ ₅.₈₈ ***

Straight ₀.39₇ ₀.₁33 ₂.9₈ ***

Price -₀.₀₀₇ ₀.₀₀₂ -₄.₆9 ***

注 ₁）初期対数尤度 L（₀）=-₆₇₀.₁₅3，最大対数尤度 L（β）=-₅₅₇.₄₁₀，マ
クファーデンの決定係数ρ₂ は ₀.₁₆₇，修正ρ₂ は ₀.₁₅₈.

注 ₂）*** は，₁% 水準で有意であることを示す .
注 3）価格（Price）以外の変数はダミー変数であり，有機 JAS 認定表示

がある場合を ₁，それ以外を ₀ とした有機「Organic」，地域産表示
ありを ₁，それ以外を ₀ とした地域産「Local」，食塩不使用を ₁，
食塩添加を ₀ とした食塩無添加「Salt-free」，食品添加物不使用を
₁，食品添加物あり（甘味料，香辛料）を ₀ とした食品添加物なし

「Non-food additives」，ストレートタイプを ₁，濃縮トマト還元を ₀
としたトマトストレート「Straight」を用いた . 

　次に，佐藤・岩本・出村（₂₀₀₁）や富田・佐藤・駄田
（₂₀₁₅）などを参考に，個人属性変数を含んだモデルの
計測結果を表 3 に示した．
　まず，「性別」（Sex）の交差項について，「有機」

（Organic）「食塩無添加」（Salt-free）とも ₅％水準で有
意に負となった．すなわち，女性の方が「有機」や「食
塩無添加」を選好している．「年齢」（Age）については，

「有機」「食塩無添加」「価格」（Price）の 3 属性との交
差項で負の値を示している．年齢の若い方が「有機」や

「食塩無添加」を選好している．年齢の高い方が価格に
負に作用していることから，「価格」にシビアであると
推察される．仮説②の「年齢」に関する仮説とは反対の
結果が得られた．「職業」（Job），「世帯収入」（Income）
との交差項は全て正となっており，会社員か公務員の
方，あるいは世帯収入が ₅₀₀ 万円以上の方が，質の高い
トマトジュースを選好している．そして「子供との同
居」（Child）の交差項は，「有機」のみが ₅％水準で有
意に負となり，子どもの有無は選好に反映されないと言
える．仮説②の「収入」に関する仮説とは整合的な結果
が得られた．結果を総合的にみると，「世帯収入」が最
も消費者の選好に関与している．また，年齢の若い方が
本研究の属性に付加価値を見出し，評価していると考え
られる．

表 3．個人属性変数を含むモデルの計測結果

Main effect
Interaction effect

Sex Age Job Income Child

Organic
₀.₁₂₆ -₀.₆₄9 -₀.₄₀₄ ₁.33₂ ₀.₅₂₈ -₀.₆₀₁
[₀.₄₂] [-₂.₅₁]** [-₁.₆₇]* [₄.9₀]*** [₁.99]** [-₂.₁₆]**

Salt-free
₀.₀₇₀ -₀.₄₄9 -₀.₄9₇ ₀.₇₆₈ ₀.₈₆₇ ---

[₀.₂₅] [-₁.99]** [-₂.₂₅]** [3.₂₅]*** [3.₆₄]*** ---

Non-food 
additives

₀.₄₈9 --- --- ₀.₄₇₇ ₀.₆₈₂ ---

[₁.₅₅] --- --- [₁.₈₅]* [₂.₆3]*** ---

Straight
-₀.3₀₁ --- --- ₀.₄3₈ ₀.₄₈₅ ---

[-₁.₀9] --- --- [₁.9₀]* [₂.₁₀]** ---

Price
-₀.₀₁3 --- -₀.₀₀₄ ₀.₀₀₇ ₀.₀₀₄ ---

[-₅.₇₀]*** --- [-3.₂3]*** [₄.99]*** [₂.₇₆]*** ---

注 ₁）交差効果（Interaction effect）を検討する際の変数（ダミー変数）
として , 男性を ₁，女性を ₀ とする性別「Sex」，₄₀ 代以上を ₁，₄₀
代未満を ₀ とする年代「Age」，会社員と公務員を ₁，それ以外を ₀
とする職業「Job」，選択肢の中央値を取り世帯収入 ₅₀₀ 万円以上
を ₁，それより低い場合を ₀ とした世帯収入「Income」，₁₈ 歳未
満の方と同居している場合を ₁, それ以外を ₀ とした子供との同居

「Child」を用いた .
注 ₂）上段は係数推定値，下段は z 値，***，**，* はそれぞれ ₁％，₅％，

₁₀％水準で有意であることを示す．地域産（Local）及び表内の「---」
は ₁₀％水準で有意とならなかったため，除外した．

注 3）「普段からトマトジュースを飲む」という個人属性についても交差
効果を検討したが，有意な結果は得られなかった．

3．推計した WTP と市場調査の比較調査結果
　市場調査におけるトマトジュースの商品属性の価値
は，特定の属性のある商品とそうでない商品に分け，そ
れぞれの ₁₅₀ml 当たりの価格を比較して算出した．こ
れをコンジョイント分析結果から求めた WTP と比較し
たものが表 ₄ である．
表 4．WTP と市場における属性の価値との差

Organic Local Salt-free Non-food 
additives Straight

① WTP ¥9₈ ¥₇₆ ¥₇₀ ¥₁39 ¥₅₆
② Market Value ¥₀.9 ¥₁₇₀ ¥3 ¥₅₀ ¥₇₂
Difference（① - ②） ¥9₇ ¥-9₄ ¥₆₇ ¥₈9 ¥-₁₆

　消費者は「有機」に高い WTP を示しているにも関わ
らず，市場では有機でない商品と比較して，あまり付加
価値が付けられていない．一方で「地域産」に関して
は，消費者は +₇₆ 円の WTP を示したが，市場では +₁₇₀
円であり，価格差がある．消費者の選好と，市場での価
値にギャップが大きいことが推察される．また消費者が

「地域産」を選好したくても，価格が大きなネックになっ
ていることが推察される．仮説③に関しては，「有機」
は WTP の方が大きいが，「地域産」などは仮説通り価
格がネックになっていることが確認された．

考　　察

　Hu et al．（₂₀₁₂）は選択型コンジョイント分析を用い
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て，ブラックベリージャムの ₇ つの属性に対する消費
者の選好構造と限界支払意思額（WTP）の分析を行っ
ている．この結果， 被験者は National brand に +$₀.₅₀， 

Appalachian region に +$₀.3₁， ₁₀₀% organic に +$₀.₂₅ の
WTP を示した．また，Meas et al．（₂₀₁₅）は「有機」
と他の属性を掛け合わせた Interaction Effects（相互効
果）とそれに対する WTP の分析を行った． 結果，「State 

Proud」は「有機」と補完性があるのに対し，「地域産」
のように有機と潜在的に関係性のあるもの，あるいは競
争関係にあるものは代替性があるため，価値が重複して
しまうことが認められた．
　本研究と先行研究を比較すると，先行研究では「地域
産」の WTP が「有機」よりも高い．本研究では「有機」
の WTP が「地域産」よりも高い．この原因として，調
査地の違い（Hu et al．（₂₀₁₂）はアメリカ，本研究は日
本），国や地域による「有機」や「地域産」の商品の希
少性の違い，対象商品の違い（Hu et al．（₂₀₁₂）ではブ
ラックベリージャムであるのに対し，本研究はトマト
ジュース），また対象商品の消費頻度の違いなどの要因
が関与していると考えられる．
　消費者の WTP と市場価値との比較より， 両者間に大
きな差がある属性がみられる．市場ではあまり付加価値
が付いていないことや，価格が商品購入の妨げになっ
ていることが考えられる．また「食品添加物なし」の
WTP は最も高く，「有機」や「地域産」などのプラスの
属性よりも，「食品添加物が入っている」というマイナ
スの要素を強く避けていると推察される． 

まとめと今後の課題

　本研究は，有機・地域加工食品の付加価値と消費者選
好の関係を明らかにすることを目的とし，トマトジュー
スを対象に消費者調査と市場調査を行い，定量的に分析
した．消費者は「食品添加物なし」のトマトジュースを
最も選好し，次に「有機」，そして「地域産」を選好し
ている．「職業」が会社員か公務員，あるいは「世帯収入」
が ₅₀₀ 万円以上の人ほど，「有機」や「地域産」などの
質の良いものを多少価格が高くても選好している．しか
し「年齢」に関しては，若い人ほど「有機」や「地域
産」のものの価値を認め，高い価格を支払っている．ま
た消費者の WTP において，「食品添加物なし」のトマ
トジュースに対して最も高い +₁39 円，次に「有機」の
トマトジュースに +9₈ 円，そして「地域産」に +₇₆ 円の
支払意思を持っている．一方で，市場調査からは「有機」

のトマトジュースは有機でない商品に対してわずか +₀.9
円の価値をもつ．また「地域産」の商品は，地域産でな
い商品と比較して +₁₇₀ 円も高い．「食品添加物の入って
いない」トマトジュースは，食品添加物含有の商品に対
して，+₅₀ 円の差がある．以上の結果は，消費者は「有
機」の商品に高い支払意志があるにも関わらず，市場で
はあまり価値が付けられていないことを示唆している．
しかし一方で， 消費者は「地域産」に対してあまり高い
WTP を示していないが，市場では非常に高い付加価値
が付けられており，価格が消費者の購買ネックになって
いることが示唆される．
　今後の課題として， 第一に，「普段からトマトジュー
スを飲む」や「地域産」の個人属性について，有意な結
果が得られなかった理由を明確にしていくこと．第二
に，本研究のアンケート調査では，調査票に「添加物あ
り（甘味料・香辛料など）」と表示したために，それを
選ばない被験者が多くいた可能性がある．つまり商品を
購入する際に，消費者がラベルの原材料名を ₁ つ ₁ つ確
認しているのか，また消費者の食品添加物に関する知識
などについては，今後研究していく必要があると考え
る．さらに，トマトジュースの「量」に関して，今回の
属性には含めなかったが，ボトルの大きさも選好に関係
している可能性がある．今後は属性を増やすなどの検討
を行うことも必要であろう．第三として，アンケート
調査では一般的に，消費者の実際の購買行動より高い
WTP が出てしまう傾向にある．調査票の設問における
トレードオフをより現実に近いものにしていくことや食
味情報を分析に加えるなどして，調査結果を実際の消費
者選好に近づけることも今後の課題である．
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